
  

 

 

大町市立仁科台中学校 学校だより  ＮＯ．１ 令和２年 ４月 ７日（火）発行  
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校長先生のお話  ４月 ６日（月） １学期始業式 より 

 

 

 123 名の 1 年生が本日入学します。新 1 年生とこのあと紹介する先生方を迎えて、令和

2 年度の仁科台中学校がスタートします。１学期の始業式にあたり、今年度の仁科台中学

校の学校づくりについてお話します。 

学校は、生徒のみなさんが、学び合い育ち合うことを専門家である教師が保証する空間

です。そこでは、お互いが、かけがえのない大事な存在であることを認め合うことが重要

です。そのために、「聴く」ことが基本であると考えます。 

 「聴く」とは、「耳を傾け、相手の心に寄り添いながら聴く」「相手の気持ちやその背景

をも理解しようと心から共感する姿勢で相手の言葉を聴く」ことです。これを「傾聴」と

いいます。この「傾聴」は、音や言語を情報として耳に入れる「聞く」よりも、相手とつ

ながろうとする意志をもつものです。 

 学校の先生は、これまでともすれば、生徒を「何ができればいい」とか、「ここはいいけ

れどもここがよくない」などと評価しがちで、そのことが生徒と教師の距離を遠ざけてい

たように思います。これは私自身の反省です。 

生徒のみなさんが、安心して学校の先生と ともに学び続けるために、学校の先生が「目

の前の生徒を丸ごと受け止め、生徒のよさをその生徒の全体としてとらえ、生徒に伝えて

いく」ことが求められます。 

 全校のみなさんに伝えます。自分らしく、自分のよさをのばしていきましょう。 

 学校の先生の相手の心に寄り添いながら聴く「傾聴」と優しく温かい言葉をかける「愛

語」による姿は、生徒のみなさんにとっても、関係づくりのモデルとなり、みなさんの自

己有用感を育み、学ぶ意欲を高めていくことでしょう。生徒と先生がともに学ぶ学校とい

う空間を、相手の心に寄り添いながら聴く「傾聴」と優しく温かい言葉をかける「愛語」

を基本としたお互いが居心地のいい空間にしたいのです。 

 自己有用感を育み、学ぶ意欲をもった生徒は「自律した学習者」になることが期待され

ます。今年度より、教育目標を「自律した学習者になる」としました。「自律した学習者」

とは、自己との対話（振り返り）によって自分の行動を律することができる生徒の姿です。 

 具体的には、 

「自分に必要な学習を自覚し、進んで取り組む生徒」 

「筋道立てて考え、気づいたことを適切に伝える生徒」 

「自分のよさを生かして、人の役に立とうとする生徒」 

が目指す生徒の姿です。 

令和 2年度の仁科台中学校は、「聴く学校」を合言葉とする学校づくりと生徒がともに学

ぶ対話を基盤とした授業づくりを通して、自己調整学習力を高め、自律した学習者を育成

します。新型コロナ感染症拡大防止のため、当面は前向き授業をしなくてはなりませんが、

心配がなくなったときに、対話を基盤とした授業にします。 

 新型コロナ感染症について少しお話しします。この病気は、その人も誰かにうつされた

わけで、その人のせいではありません。抗体もワクチンもないので、どんなに気を付けて

いても、かかるリスクはあるのです。それだけ感染力が強く、厄介なウイルスなのです。 

 ただ、このことで、いやな思いをする人があってはいけないのです。うわさもそうです。 

人として、今回に限らず、誰かにいやな思いをさせるようなことはしてはいけません。 



 こういう時には確かな情報に基づいて動くこと、正しい選択ができるように自分で考え

ていくことが大切です。それが相手の立場に立って、やさしく温かい言葉をかけることに

つながります。 

もちろん、うつらない、うつさない努力は必要です。そのために、授業中、給食中、な

るべく会話をしないこと。換気をすること。手洗いをすることが求められています。自分

や自分の大事な人を守るためにお願いします。毎朝、体温を計り、熱があったり、具合が

悪かったりする場合は無理をせず、休んでください。この状況が続いている間は、欠席に

はなりません。しばらく、このような生活が続くことが予想されます。誰かを悪く言うの

ではなく、一緒に一番いい選択を考えていくことが大切です。ピンチはチャンスです。今

回のことを前向きにとらえて、ともに成長することを考えていきましょう。なかなか先が

見えませんが、お互いが気を付けて生活することで、安心して学校生活を送ることができ

るようにしてください。終わります。 
 

 
本年度転入職員の紹介 

 令和２年度のスタートにあたり、以下の職員を仁科台中学校にお迎えしました。保護者・

地域の皆様には、温かいご支援をいただきたいと思います。 

職員氏名 担当 前任校等 

奥原 樹理 おくはら じゅり 養護教諭 大町市立大町南小学校 

柿崎 秀丸 かきざき ひでまる 理科 諏訪市立諏訪南中学校 

曽根原祐二 そねはら ゆうじ 技術･家庭科 北安曇郡白馬村立白馬中学校 

横林 利章 よこばやし としあき 保健体育科 上越教育大学大学院 

丸山 勝久 まるやま まさひさ 保健体育科 北安曇郡小谷村立小谷中学校 

戸沢 幸子 とざわ さちこ 社会科 北安曇郡白馬村立白馬中学校 

別府 彩乃 べっぷ あやの 音楽科 北安曇郡小谷村立小谷中学校 

白石 勝美 しらいし かつみ 国語科 長野県安曇養護学校 

横川 泰恵 よこかわ やすえ 英語科 北安曇郡松川村立松川中学校 

志賀 瑞樹 しが みずき 事務主事 東筑摩郡筑北村立筑北小学校 

金原 瑞枝 きんばら みずえ ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ 大町市役所 

倉澤 洋子 くらさわ ようこ 心の教室 大町市立大町西小学校 

西澤 一葉 にしざわ かずよ 給食調理員 大町市立大町北小学校 

長山 郁恵 ながやま いくえ 給食調理員 大町市立大町西小学校 

西澤  梓 にしざわ あずさ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ  

 
 

 

 

 

 

 

 

スクールセクハラなど相談窓口について 

 

人権全般にかかわる相談窓口を養護教諭が担当します。他職員でも大丈夫です。 

相談は、心の教室相談員やスクールカウンセラーも担当します。体罰等、職員にかかわる

相談にいつでも応じます。校長または教頭にご連絡ください。 


